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一筆書きの書き順 

 

図１は正六角形に対角線を３本引いた図形で，図２は正八面体に対角線を１本引いた図形です。 

 

図１                 図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図１において，頂点Ａから出発して，引いてあるすべての辺および対角線を１回ずつ通過する進み方

は，何通りありますか。 

 

（２）図２において，頂点Ａから出発して，引いてあるすべての辺および対角線を１回ずつ通過する進み方

は，何通りありますか。 

 

 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 



https://jukensansuu.org 

 

一筆書きの書き順 （１）７２通り （２）９７２０通り 

 

（１）解説省略。辺および対角線に名前を付けて樹形図で調べる，器用に計算で求める，等色々あると思い

ます。 

 

（２）（１）は次のように考えることで，計算によって求めることができます。頂点Ｅを１回目に通過する

ときは，次にどの線を進むかで３通り，２回目に通過するときは次に進む線は１本しか残っていないの

で１通りです。頂点Ｃも同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   頂点Ａは，出発するときに４通り，最初に戻ってきたときに２通りで，２回目に戻ってきたときはゴ

ールとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   頂点Ｂ，Ｄ，Ｆはどれも１回通過するだけで１通りです。 

よって，  
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４通り 

４×２×３×３＝７２（通り）です。 

Ａ Ｃ Ｅ 
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   正八面体ＡＢＣＤＥＦについても同様に考えると， 
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５×３×４×２×３×３×３×３＝９７２０（通り）です。 

Ａ Ｃ Ｅ Ｆ Ｂ Ｄ 


